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衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
米
海
軍
佐
世
保
基
地
の
弾
薬
補
給
所
（
前
畑
弾
薬
庫
）
で
発
生
し
た
火
災
の
対
応
措
置
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
米
海
軍
佐
世
保
基
地
の
弾
薬
補
給
所
（
前
畑
弾
薬
庫
）
で
発
生
し
た
火
災
の
対
応
措
置

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
火
災
は
、
長
崎
県
佐
世
保
市
前
畑
町
に
所
在
す
る
佐
世
保
弾
薬
補
給
所
内
に
設
置
さ
れ
た
木
造
一
部
鉄
骨
造
一

部
二
階
建
て
の
木
工
場
（
延
べ
面
積
約
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
一
棟
が
全
焼
し
た
も
の
で
、
出
火
時
刻
及
び
出
火
原
因
に
つ

い
て
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

佐
世
保
市
長
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
合
衆
国
」
と
い
う
。
）
軍
隊
の
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

火
災
現
場
で
あ
る
木
工
場
の
天
井
が
崩
落
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
内
部
に
進
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
等
が
、
消
火

に
時
間
を
要
し
た
理
由
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

佐
世
保
市
長
が
合
衆
国
軍
隊
の
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
火
災
現
場
で
あ
る
木
工
場
は
弾
薬
庫
へ
の

影
響
を
与
え
な
い
孤
立
し
た
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
、
合
衆
国
軍
隊
の
当
局
が
延
焼
は
な
い
と
判
断
し
佐
世
保

一



市
消
防
局
に
対
し
援
助
要
請
等
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

全
焼
し
た
木
工
場
と
直
近
の
弾
薬
庫
と
の
距
離
は
、
小
山
を
隔
て
て
、
約
八
十
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
こ
の
弾
薬
庫
の
構
造

は
、
れ
ん
が
造
一
部
木
造
平
屋
建
て
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
運
用
の
詳
細
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
承
知
し
て
い
な
い
。

一
の
�
及
び
��
並
び
に
二
の
�
に
つ
い
て

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国

に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
）
第
三
条
�
に
よ
り
、
合
衆
国
側
は
、
そ
の

施
設
・
区
域
内
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
設
定
、
運
営
、
警
護
及
び
管
理
の
た
め
必
要
な
す
べ
て
の
措
置
を
執
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
衆
国
側
が
そ
の
使
用
を
許
さ
れ
た
施
設
・
区
域
内
に
お
い
て
は
、
消
防
機
関
は
、
合

衆
国
側
の
か
か
る
管
理
権
を
侵
害
す
る
形
で
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
に
基
づ
く
活
動
を
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
。

二



合
衆
国
軍
隊
の
各
施
設
・
区
域
と
消
防
機
関
は
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
、
相
互
の
出
動
要
請
方

法
、
立
入
調
査
等
に
関
す
る
取
決
め
を
作
成
し
て
き
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

一
の
��
に
つ
い
て

御
指
摘
の
火
災
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
の
在
日
米
軍
に
係
る
事
件
・
事
故
発
生
時
に
お
け
る
通
報
手
続

に
関
す
る
日
米
合
同
委
員
会
合
意
に
基
づ
き
、
合
衆
国
側
よ
り
我
が
国
の
当
局
に
対
し
て
通
報
が
行
わ
れ
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

関
係
す
る
情
報
を
統
一
的
に
取
り
ま
と
め
た
既
存
の
資
料
等
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
新
た
に
調
査
を
行
う

こ
と
と
す
る
場
合
、
調
査
の
実
施
及
び
結
果
の
取
り
ま
と
め
に
要
す
る
作
業
が
膨
大
な
も
の
と
な
る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

三


